
‘

ー
ー
ー
 

」
 

（
 
一
 

町
 
民
の
声
 

一人
、
、百
（表
丙
。
紙
上
」ラ
倉
 

い
か己
い
ま
せ
ん
。締
切
は
毎月

・

庭
月
末
で
す
。
 

一
 

盆
踊
り
に
つ
い
て
の
 

ー

、
 

・
の
り
手
。一
 
川
倉
小唖
 

一
「
一
h
wm市
c
r、
 
‘
。今
年
は
町
一
 
号
頁
「
 二

の
山
」
央
】
力
所
で
興

1
1
た
（ト
う
で
す
一
 
，
日正
r
一

が
、
町
内
各
所
で異
て
戴
け
な
y
り
ー
い
ま
、私
』
汁蕗
 

鷲
一
難
一
議
 

l
'
L
"r‘ー
iー
‘
 

‘
・
 
、
、
 

も
う
ー
つ
の
お
賦
い
、古
く
か
ら
あ
 
ら
の
裏
い
こ
と
 

繊
婆
薫
一
漉蘇
い
臨
繊
襲
「
姦
議
慧

装
鋸
鷺
難

統
麟
」上
の喫
縄

し縄
」
器
紗
 

‘
 

・
 
、

、
 

  

  

『
H
「
“Hい
ー
 
ー
‘
ー
 

喜
良
市鹿
ノ
子
弧
縄
て
、
獅
子
ケ
沢
開
拓
団
に
通
ず
る
約
五
粁の
開

拓
道
路
は
、国
の
財
政
上
、一
部
を
工事
し
た
ま
ま立
消
え
と
な
つて

い
た
が
、農
林
省
で
は再
び
こ
れ
を
と
り
あ
げ
、朋
三
十
三
年
産
か
ら

の
碧
工
が
、
ほ
ぼ
確
央
と
な
つた
た
め
、
町
森
ま
で
の
直
通
道
路
の開
 

3
3年
度

か
ら

3
カ
年
で

完
成

か
 

発
を
認
ん
で
い
た
省
森
市
は
じ
め
、
こ
の
道
路
完
通
に
よ
つて
和
益を

う
け
る
関保
町
村
が
、去
る
九月
九
日
、開
会
中の
県
議
会
に
請
職
す

る
と
と
も
に
、
山
崎
県知
事
に
陳
情
竹
を提
比
し
た
ほ
か
、
町
府
に
陳

冊
の
た
め
近
く
関係
市
町村
が
上
京す
る
こと
に
な
つて
い
る
。
 

I嚢 

欝 
折
衝
した
結
果
、
厚
生
省
側
で
は
、金

木
の
よ
う
な
白落
体
の
規
模
の
と
ころ

に
年
度
内
に
ニ
カ
所
は
全
国
的に
例
も

な
い
し
、本
年
麗
は
金
木第
二
か
嘉
瀬

か
ど
ち
らか
ー
カ
所
に
して
ほ
しい
、
 

と
の
こと
で
あ
つ
た
の
で
、
嘉
瀬
に
建

般
す
る
こと
に
正
式
申
請
し
、金
木
第

二
は
明
年
度
、
確
実
に
国
庫
補
助
、県
 

◇
役
塩
の出
曲
時
間
 

費
庁
n
午
前
八時
四
士
皿
分
 

温
」H廿
午
笹
四
時
 

◇
サ
イ
レ
ン
の
時
刻
 

①
午
前
六
時
 

⑧
止
午
 

⑧
牛
後
五時
 

行
さ
れ
る
よ
う
建設
省
に
お
願
い
し第

四
期
工
事
を継
統
す
る
こと
に
な
つ
た

◇
保
資
m
新
築
 

嘉
潮
保
青
所
お
よ
び金
木
第
二
保
督
所
 

（
現
在
金
小
校
舎
使
用
）
を
本
年
匹
内

に
新
築
す
る予
定
で
申
請
書を
出
し
、
 

上
一泉
の
た
び
に
陳
情
して
き
たが
、
上

京
中
の山
崎
知
事と
一
一人
で
厚
生
省
に
 

（葦
度
に
わ
た
つ
て
根
本
か
憂

警
 

な
け
れば
な
ら
な
く
な
り
、こ
の
零
と
 

計
側
業が
で
き
あ
が
つた
が
、
計
画
上
 

昭
型
干
七
年
に
開
拓
道路
と
し
て
獅
 ー

 
ー
一
雁
又通
路

子
ケ
沢開
拓
団ま
で
約
六
・
三
粁を
森
 
ーー
！
郡
 
界
 

一J
森

l
金
木
間
の
直
通遺
路
の
計
画
は
  
ー
 
 
か
  
／
 

冒
租
＋
四
年
頃
か
ら進
め
ら
れ
て
い
た
  
4
」
  

ノ
 

が
、
戦
争
の
た
め
中断
さ
れ
、畿
後
 

凡
  
例
 

載
遺

に
沼
つて
工
導ず
る
計
思
あ
 
の
 

押
も
“r
開
師

つ
たが
、鼠
の
財
政E

、
わ
ず
か
〒
 
加
ふ
1
1
鯉
 

【歳

I
現
地
を
路
査
する
一
行
】
 
ー
ー
森
珠
訊

垣
 

、
、
 

財政再建計画の変更案 

余
米
（n土
「「
した
だ
け
で一
時
中化
ヒ

な
つ
た
も
Q
で
あ
」
っが
、
花
田
町
長
は

じ
め
関
係
者の
た
ゆ
ま
ざ
る
熟
か
が
、
 

県
お
よ
び騒
林
省
に
通
じ
、今
年
度
は

調
査
費と
し
て
五
十万
円
計
上
さ
れ
、
 

明
三
十三
年
度
か
ら三
カ
年
計
到
ぐ
工

事
を
進
め
るこ
と
が
、ほ
ぼ
確実
レ」
な

つ
た
た
め
フ
」
う
せ
や一
異
ら青
森
市

ま
で
の
直
恋遭
蕗
を
・
ー』
と
い
う
こ

と
に
な
り
“八
月
三
十
一
日
、横
山
青

森
市
長
、珍
田
、山
田
、千
葉
の
三
県

議
、
県
道
路
課
長を
は
じめ
、
花
田
町

長
、
竹
内
副
餓是
博
一
行約
六
土
伽
が
 

補
助
を昌
し
て
い
た
だ
くよ
う
、山
崎

知
本
、厚
生
省
と
の
聞
に
新
築
す
る
こ

と
を
確
約
し
て
き
た
。
 

◇
金
木
高
校
屋
体
建築
 

本
年
春
上
京の
際
、金
高
屋
体
建築
費

全
額
起
債
に
つ
いて
は
、良
m庁
側
で

も
あ
一
 
配認
め
、
確
実
な
り
と
して

安
心
して
い
たと
こ
ろ
、
今
回
及
川
課

長
補
佐
並に
胃
森
県
担
当
官
が
転
出
し

た
た
め
、
ま
た
振
り出
し
に
か
え
つ
た

よ
っ
だ
。
本
情
を
納
得
して
も
らう
た

め
に
は相
当
時
間
がか
か
つ
た
が
、
明
 

「
干
三年
度
に
は
是
非と
も
起
債
を
認

可
す
る
よ
う
お
願い
し
た
。
今
後
さ
ら

に
雷千
る
つ
も
り
で
あ
る
。
 

◇
川
倉
小
学校
の
増
改
築
 

起
債
認
可
に
対
す
一
御
礼
。当
初
文
部

省
、
碁
庁
、
大
蔵
省
側
で
は相
当
難

色
か
示
して
い
た
が
、
よ
っ
やく
納
得

し
、
新
聞
秋
上に
も
溌
一
 な
つ
た
と

お
り
、現
在
す
で
に
許
可の
指
令
が
入

つ
て
い
る
．
 

範
額
に
お
い
プ増
大
して
お
り
、そ
の

主
な
一
尋由
は
次
のと
お
り
。
 

略
 
う

路
 

道
～
 

l
 

業
不
 

「
 

工
士
」
 

、
 

士
再
 
森
 

金
木
火
塑鶏
煽
師
炉
一
一
〇
O
◇
道路
橋

梁
復
旧
改
良
費三
、
三
七
五
（国
西

四
）
叶
一
三
、四
七
九
 

昭
和
「
干三
年
慶
 

歳
入
歳
m
と
も
八
〇
、ニ
五
ニ
（
う
ち

消
費
経
費
四
五
、八
六
五）
 

◇
金
木
高
校
蹴
体
難
築
一
二
、〇
O
o
 

（
全額
起
債
）
◇
川
倉
小
学
校第
二
期

工
半
費
五
、〇
〇
〇
◇貼
瀬
小
学
称輸

築
一
、
七
〇
〇
◇
第
一保
腎
所
新
築

一
、
 八
〇
〇
（
国七
〇
〇
、
県
三
五

〇
）
◇公
会
営
改
築
一
、〇
9
U◇
総

合
グ
ラ
ン
ド整
備
一
、
O
O
O
◇
乗
用
 

『」
つて
い
る川
倉
小
学
校
の
起
債お
よ
 
一
 
，・
《
，・
《
“《
〈
…
 
．r《
」
《
？
せ
‘
一
，
‘・
」・
・J・
ー
 
・マ
 

ご
補
助額
は
、予
算
計
上ど
お
り
、こ
 
【
一
 
り

」」
ミ
・
二
『
】
●
】
・
二
【
・
十
」
ロ
にL
 

一》
 

の
ほ
羨
定
した
o
 

ーー
 
工

赫
ぞ

t
t

ーソ

て

里
，
 

一一
 

同
小
学
校は
朋
三
十
1
1
1

年
塵
に
は
生徒
 
」
 
 

1
一
ーI
ー
…

ー
 
・
 
ーI
：
ー
ー
i
‘
 
一
「

ー
 

」
 

如
山
糾
い
リ如
え
（h
什
H
H引
l
r
  
「
 
マ
藷
動
ら
は
、
常
に
わ
れわ
れ
 繁
殖
の
範
をた
・
「
一
り
。
 

一
一
 

数
か
ふ
え
、数
家
か
」
増
が
しな
け
れ
ば
 
」
 
」
 

 
J
"
'
  
“ー
‘d
l'
,
 h司互
‘
g
プ
‘ブ
ー
ー
，，
一
 

（
 

」
難
講務
緯
”
一へ
一織
騒
舞競
騒
」
移
護響
薙
叫
一一
 

十
庁
雪
F
月
で
隆
奮タ
一
、窮
二
切工
ド
 
ーー
さ
ら
に
羽
根
か
捧
げ
て
は白
い
羽
 
骨に
至
る
も
ス
ュ
と
な
り
、
交
 
（
 

十
万
四
千
円で
桜
否
を
、
第
二
期
工
事
 
「
 
さ
ら
に
羽
根
か
捧げ
て
は白
い
羽
 骨
に
至
る
ム
芙
ュ
と
な
り
、
交
 

「
 

議
三
十

三
年
度
五百
召
還
内

体
 
（
 
根
、赤
い
裡
、
繰
の
羽
誉
社
 
嵩
り
全
身
中
 
て
す
る
功
績
 （
 

驚
を

新
築
す
る
こと
に
な
つて
い
ろ
 
（
 
会
麗の
た
め
に
つ
く
し
、わ
れ
 
緯
大
な
も
の
 
る
心
 

（
 

が
、
敷
地
問
題
で
米
解決
の
ま
ま
現在
 
一
【わ
れ
日
常生
活
の
上
か
らも
，
早
 
これ
は
去
“
究
」
」
二
日
、
養
 
）
 

に
羅
つて
い
る
。建
築
用材
は
既に
木
サ
ー
【朝
剣
を
」
」
白げ
、
早
起
奨
励
、
勲
一
鶏
指
導
所
（
博
」
で
開
か
セ
ん
 一

寄
せ
作
業
が
絡
つ
て
い
象
、
あ
と
二
 
ーー
の
精
神
を島
揚
さ
せ
、土
是
よ
く
 
嚢
養
（
つ
土
 
ニ
ワ
ト
リ
の
 

『
 

に
役
立
つ一J
A
一
阜『
噴
のr
j
A
j

、
交
 
景
幣
学
柵
 

議
懸

葬
選
”
鯵
麟
 

吸
収
す
る
上に
か
影
響
を
お
よぼ
 
債
一
、五
。
。
 

「
薮
盤婆
纏
姦
縫
熊
 

襲

各
代
議
士て
め
、
珍
田
県
議
 消
費
的
経
費
叩

に
は
裂
心よ
り
」
息
か義
す
る
。
 

◇
ハ
繭
施
殴
T
 

公
田
鰭
襲
崩
 

一
 

ォ
吐
 

小
1
1

期
タ
ム
等
七
件
 

陳
情
の
結
果
実
現
可
能
 

必
要
度
を
考
え
変
更
 

簡
易
水
道
な
ど
新
事
業
も
 

考
え
変
更
 

◇
金
木

ー
青
森
間
蓮
業道
路
 

八
月
末
まで
に
は
金木
側
の
分
と
し
て

日
 
約
四
千
万
円が
予
算
化
さ
れ
る
予
定で
 

0
 
あ
つ
た
が
、九
月
に
上
京
した
際
、木
 

3
 
橋
が
永
久橋
に
変
更
さ
れ
、
そ
の
工
費

月
 
が
約
七
千
万
5
季
万
円
と
な
る
ので
 

9
 
目
下
建
殴
部
と
計
画
部
が
設
計
や
予
算
 

年
 な
ど
を
枚討
中
で
あ
る
。
 

（
畦
農
林
省
側
上
盾野
建
殿
部
長
、
 

フ
 

秋
浜
計
画
部
長
、開
難
般
課
畏
、
 

に
 

山
崎
課
長捕
佐
、ほ
か
保
替

o
 

牙
 
◇
小
田
川
上流
ダ
ム
 

昭
 
ダ
ム
の
ポ
ケツ
ト
は

上
の
も
のだ
が

鉱
泉
が
湧い
て
い
る
関係
上
、本
年
は

徹
底
的に
地
質
を朋
資
する
こ
と
に
な

？
 
り
、明
年
勝
は
更
に
細
爵
査
の
実
施
 

1
  
と
い
う
こと
に
な
つて
い
る
。履
林
省

く
 
側
で
は
ダム
の
ポ
ケ
ツ
ト
は

適
で
あ
 

》
る
と
太
鼓判
を
押
し
て
い
る
。問
題
は

鉱
泉
と
岩
盤
が
、ど
の
よう
に
い
た
ん

で
い
る
か
、
肉
眼
でみ
え
る位
に
調
査
 
 

す
る
の
で
、明
年
度
の
細
密
闘
査
に
期

待
を
か
け
てい
る
。
 

（
註）
展
林
省
側
り
計岡
部
長
、堀
技

術
課
畏
、堀
田
企画
官
（地
質
学
の

柵
威
者
）
 

◇
十
三
湖干
拓
調
整
費
 

在
田
町
畏
は
七
月
、
九
月
と
ニ
回

に
わ
た
つ
て
、金
木

ー
胃
森
間
の

西
業
適
路
建設
の
促
進
そ
の
他
の

件
で
陳
情
のた
め
上
京
した
が
、
 

山
崎
知
事
は
じめ
三
浦
、
竹
内
、
 

楠
美
の各
照
選
出
代
謎
士
お
よ
ぴ

三
和
前
代
議
士等
の
墨
力
に
よ
り

次
の
よ
う
な
成
果
があ
つ
た
。
 

十
三
湖
干
拓
事
業
の
一環
と
と
し
、当

初
は
烏
谷
川
の
洪
乱
地
域
で
あ
る
蒔
田

藤
枝
の
全域
、
沢
部
、
川
倉
の
一部
の

関
保
者
の
負
担
金と
国
庫
県
費
で
治
水

工
事
（
地
下水
を
下げ
て
湿
田
を
乾
田

化
す
る
仕
事
）
を
し
、
治
水
す
る
こ
 

《
 

と
に
な
つ
て
い
た
が
、モ
の
後
情
況が

変
り
、
叫
4血
関
係者
の
負
担
分
を
国
で

全
面
的
に
負
担
 （
約
四
千
万
円
の
予

算
）
す
る
よ
う
、ほ
ぼ
確定
し
て
い
た

も
の
を
、別
な
地
区に
と
ら
れ
る
と
い

う
情
報
が
入
つた
の
で
、
予
定
ど
お
り

実
施
す
一賓
う
、
上
京
中の
山
崎
知
事

三
和
前
代
義
工
に
同
行
し予
章
復
盾
万
 

を
陳
情
し
た
。
 

（
註
）農
林
省
側
I
農
地
局
長
、
開
墾
 

建
破
題
長
 

建
設
省
側
I
河
川
局
長
、
治
水
課
長
 

大
蔵
省
側
n
大
蔵
大
臣
、
皿
田
大
臓
 

次
官
、理
財
部
畏
 

◇
金
木
川
局
部
改修
工
事
継
観
 

金
木
川
局
部
改
修
の工
導
か」小
年）
罷
 
 

琵

踏
査
を
行
つ
た
。
 

踏
査
終了
後
、津
島
前
知
事
を
加え
」」
一

一
行は
当
町
西沢
旅
館に
集
り
、具
体

案
を
協
議
し
、こ
の
た
び
の
措
吐を
講

ず
る
こ
と
に
な
つ
たも
の
で
あ
る
。
 

計
圃
書
によ
る
と
金
木
か
ら
獅
寸
ケ
沢

を
経
て
郡
塊ま
で
の約
十
六
粁は
、
森

林
軌
道の
地
磐
一
、レ
1
ル
を
取
外
し

て
利
用
す
る
た
め
工
本
費
は
約
八
千万

円
位
で
、し
か
も
開
拓
道路
と
し
て
開

発
す
る
の
で
あ
れば
、
全
額
国
庫
負
担

と
い
う
こと
に
な
る
の
で
、
条
件
が
声
 

◇
投
資
的
経
費
 

学
椅
麺
築
、
町
、
県
道
の
改
良
工
事
、
 

簡
易
水
道工
事
、総
脅
グ
」
フ
ン
ドの整

備
、
灸
園
の
施
股
や
、そ
の
他
亭
業
の

実
施
年
度
、
工
事
費な
ど
丹検
討
し
た

結
果
、歳
入
と
に
ら
み
あ
わ
せて
総
体

的
に
増
額
した
。
 

歳
 

◇
町
 
税
 

税
法
が
改
正
に
な
つ
た
ほ
か
、
」
干
三

年
匹
か
らは
均
一課
脱
に
よ
る
右
干
の

増
額
が
見込
ま
れ
るが
、
計
回
上で
は

内
輪
に
」兄
枇
つ
た
。
 

、◇
交
付
税
 
‘
 

皿「
初
計
画か
ら
み
れ
ば
、実
質
的
に
も

増
額
に
な
つ
て
い
るか
ら
、「
干
一牽

度
の
決
定
額
を
計
上
し
た
。
 

町
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